
■通知カードがある場合

〔A書類〕１点　又は〔B書類〕２点

例）運転免許証〔A書類〕

健康保険証〔B書類〕+年金手帳〔B書類〕

■通知カードがない場合

〔A書類〕１点　又は　〔A書類〕１点+〔B書類〕１点

例）運転免許証〔A書類〕+健康保険証〔B書類〕

※通知カードは個人番号をお知らせするために、皆様のご自宅に送付しているものです。

ステップ１　　　本人確認書類を準備する

・運転免許証
・顔写真付住民基本台帳カード
・運転経歴証明書(平成24年4月1日以降に交付されたもの)
・身体障害者手帳
・療育手帳
・在留カード
・特別永住者証明書

（A）本人確認書類

公的機関が発行する
顔写真付きの書類

（B）本人確認書類

「漢字氏名・生年月日」又は
「漢字氏名・住所」が記載された書

類

各種健康保険証、介護保険証、生活保護受給者証、年金証書、本
人名義の預金通帳（住所、漢字氏名の記載のあるものに限る）、各
種医療受給者証、学校名が記載された各種書類、社員証、学生
証、公的機関から送付された郵便物など

通知カード



●カードを作成するには暗証番号の設定が必要です

エヌ ユー エム ビー イー アール イチ イチ ゼロ ヨン

N U M B E R 1 1 0 4
イチ イチ ゼロ ヨン

1 1 0 4
イチ イチ ゼロ ヨン

1 1 0 4
イチ イチ ゼロ ヨン

1 1 0 4

●決めた暗証番号を『暗証番号設定依頼書』に記入してください

③住民基本台帳用 数字４文字
転入手続きやカードの住所・氏名等の変更
手続きの際などに使用

④券面事項入力補助用 数字４文字
個人番号や基本４情報（住所、氏名、生年
月日、性別）を確認し、テキストデータとして
利用する際に使用

ステップ２　　　カードの暗証番号を決定する

暗証番号は下記の用途で使用します

対象となる証明書等 暗証番号の規定 使用用途

③住民基本台帳用
暗証番号
フリガナ

④券面事項入力補助用
暗証番号

②利用者証明用電子証明書 数字４文字
マイナポータルや住民票などのコンビニ交
付を利用する際などに使用

【記入例】

①は、英数混合６文字以上を設定してください。

●アルファベットに大文字小文字の区別はありません。

●４桁の数字を設定してください。

●②～④は同じもので結構です。

①署名用電子証明書
英数字６文字以上、

16文字以下

フリガナ

①署名用電子証明書
暗証番号
フリガナ

②利用者証明用電子証明書
暗証番号
フリガナ

e-Taxなどインターネットで確定申告を行う
際などに使用

入力誤りを防ぐた

め、必ずフリガナ



□本人確認書類の原本〔ステップ１〕

※有効期限が切れているものや、住所の変更ができていないものは本人確認書類として使用できませんので

再度確認をお願いします。

□暗証番号設定依頼書〔ステップ２〕

□通知カード（当日回収します）

□住民基本台帳カード（持っている方のみ）

　　ステップ３　　　当日持参するものを確認する

通知カード部分

（通知カードが見当たらない場合

は、申請日当日その旨お申し出くだ

さい）

マイナンバーカード申請書部分

（この部分は無くても構いません）

通知カードを忘れず

にご持参ください


